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④
専
門
職
後
見
人
と
法
人
・
市
民
の
リ
レ

ー
方
式（
※
２
）等
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
後
見
人
」
に
つ
い
て
は
、
日
本

成
年
後
見
法
学
会
報
告
書
（
平
成
十
八
年

度
）
で
は
、「
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の

資
格
は
持
た
な
い
も
の
の
、
社
会
貢
献
へ

の
意
欲
や
倫
理
観
が
高
い
一
般
市
民
の
中

か
ら
、
成
年
後
見
に
関
す
る
一
定
の
知
識

や
技
術
・
態
度
を
身
に
付
け
た
良
質
の
第

三
者
後
見
人
」
と
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
成
年
後
見
人
等
に
は
、
財
産

の
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
の
質
を
充

実
さ
せ
る
配
慮
を
含
め
て
、
権
利
を
守
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
に
つ
い
て
は
、
単
に
不
足

す
る
第
三
者
後
見
人
の
受
け
皿
や
専
門
職

後
見
人
と
の
代
替
え
と
し
て
で
は
な
く
、

「
身
近
な
生
活
圏
域
に
お
け
る
支
え
合
い
」

「
頻
度
の
高
い
訪
問
な
ど
の
き
め
細
や
か

な
後
見
活
動
」「
市
民
と
い
う
立
場
を
最
大

限
に
活
用
し
た
後
見
の
あ
り
方
の
追
求
」

な
ど
、一
般
の
市
民
感
覚
を
尊
重
し
た
後

見
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
３
）

横
須
賀
市
・
鎌
倉
市
の
市
民
後
見
人
養
成

　

横
須
賀
市
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
市

民
後
見
人
の
養
成
を
開
始
し
、
平
成
二
十

一
年
に
「
よ
こ
す
か
市
民
後
見
人
運
営
事

業
」
と
し
て
、
研
修
の
実
施
や
受
講
者
の

中
か
ら
後
見
人
候
補
者
の
選
考
や
推
薦
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
横
須
賀
市
社
協
が
委

託
を
受
け
、
法
人
後
見
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
験
を
生
か
し
、
推
進
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

高
ま
る
市
民
後
見
人
へ
の
期
待
と
課
題

　

六
月
十
五
日
に
成
立
し
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改
正
介
護
保
険
法
・
関
連
記
事
三
面
）
で
は
、
新
た
に
市
町
村

に
よ
る
市
民
後
見
人
の
養
成
、
市
民
後
見
人
の
活
動
の
支
援
体
制
づ
く
り
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
も
横
須
賀
市
や
鎌
倉
市
等
で
市
民
後
見
人
養
成
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
な
ぜ
今
、
市
民
後
見
人
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
も
そ
も
市
民
後

見
人
と
は
何
か
、
今
後
の
市
民
後
見
制
度
の
推
進
に
向
け
た
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
利
用
の
広
が
り
と

そ
れ
に
伴
う
後
見
人
確
保
の
課
題

　

成
年
後
見
制
度
は
、
介
護
保
険
法
と
同

じ
く
平
成
十
二
年
四
月
に
始
ま
り
、
今
年

で
十
一
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
の
成
年
後
見
関
係
の
申
立
件
数
は

年
々
増
え
続
け
、
特
に
昨
年
は
三
万
七
十

九
件
（
前
年
比
約
九
・
八
％
増
）
と
大
き

く
増
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
市
区
町
村
長

に
よ
る
申
立
件
数
（
※
１
）
は
三
千
百
八

件
（
前
年
比
約
二
五
・
八
％
増
）
と
著
し

い
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
１
】

　

ま
た
、
成
年
後
見
人
等
と
本
人
の
関
係

で
は
、
平
成
十
六
年
に
約
八
〇
％
を
占
め

て
い
た
親
族
後
見
人
が
、
現
在
は
約
五
九

％
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

親
族
以
外
の
第
三
者
が
後
見
人
に
選
任
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
続
け
、
昨
年
は
約
四

一
％
を
占
め
ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
２
】

　

第
三
者
後
見
人
の
多
く
は
弁
護
士
・
司

法
書
士
・
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
後
見

人
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
専
門
職
後
見
人

に
つ
い
て
も
件
数
の
伸
び
に
鈍
化
が
見
ら

れ
ま
す
。
第
三
者
後
見
人
で
件
数
を
伸
ば

し
て
い
る
の
は
「
法
人
」
で
、
特
に
こ
こ

数
年
、
前
年
比
四
〇
％
増
を
更
新
し
て
い

ま
す
。【
グ
ラ
フ
３
】

　

第
三
者
後
見
人
が
求
め
ら
れ
る
要
因
と

し
て
は
、
親
族
関
係
の
希
薄
化
や
親
族
自

身
の
高
齢
化
、
親
族
間
紛
争
の
深
刻
化
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
成
年
後

見
制
度
の
利
用
は
増
大
し
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
支
え
て
い
く
た

め
の
課
題
の
一
つ
が
、
成
年
後
見
人
等
の

担
い
手
の
確
保
で
す
。

市
民
な
ら
で
は
の
後
見
活
動
に
期
待

　

㈶
民
事
法
務
協
会
の
、
成
年
後
見
制
度

研
究
会
が
ま
と
め
た
「
成
年
後
見
制
度
の

現
状
の
分
析
と
課
題
の
検
討
」（
平
成
二

十
二
年
七
月
）
で
は
、
第
三
者
後
見
人
の

確
保
に
向
け
て
、
①
報
酬
の
確
保
、
②
法

人
後
見
の
活
用
、③
市
民
後
見
人
の
活
用
、

－

地
域
福
祉
の
観
点
か
ら
、
権
利
擁
護
の
中
核
拠
点
づ
く
り
を
考
え
る

【グラフ1】申立全体と市区町村長申立の
件数推移（H.18.4～H22.12）

市区町村長申立（左軸）
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【グラフ2】親族後見人と第三者後見人の
件数推移（H.18.4～H22.12）

【グラフ3】専門職後見人と法人後見の
選任件数推移（H.18.4～H22.12）

（申立全体件数）（市区町村長申立件数） （法人後見選任件数） （専門職後見人選人件数）

※「成年後見関係事件の概況」（最高裁判所事務総局家庭局）から作成。平成20年１月より、調査時点が１月から12月までの１年間となっている。



3
第716号　福祉タイムズ　2011.７.15

性
に
鑑
み
る
と
、
極
め
て
危
険
な
事
態
で

あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

制
度
上
、
市
民
後
見
人
も
、
専
門
職
後

見
人
と
同
様
の
権
限
や
責
務
を
負
い
ま

す
。
市
民
後
見
人
養
成
後
の
監
督
・
支
援

体
制
が
不
十
分
な
た
め
に
、
不
適
切
な
後

見
活
動
が
見
過
ご
さ
れ
た
場
合
、
市
民
後

見
制
度
の
仕
組
み
自
体
の
信
用
を
失
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
後
見
人
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、

市
民
な
ら
で
は
の
有
意
義
な
後
見
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、養
成
後
の
登
録
・
支
援
・

監
督
ま
で
を
行
う
、
組
織
的
な
後
方
支
援

体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
、公
平
性
、

信
頼
性
、
継
続
性
、
財
源
的
基
盤
確
保
の

面
か
ら
も
、
行
政
等
の
公
的
な
関
与
が
不

可
欠
で
す
。

　

東
京
都
で
は
平
成
十
七
年
四
月
か
ら

「
成
年
後
見
活
用
あ
ん
し
ん
生
活
創
造
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

各
区
市
町
村
が
「
成
年
後
見
制
度
推
進
機

関
」
を
設
置
し
、
都
と
区
市
町
村
、
成
年

後
見
制
度
推
進
機
関
が
協
働
し
な
が
ら
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
も
の

で
す
。
区
市
町
村
社
協
等
が
「
成
年
後
見

推
進
機
関
」
と
な
り
、
後
見
制
度
相
談
や

申
立
支
援
、
後
見
人
の
サ
ポ
ー
ト
、
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、
法
人
後
見
の
実

施
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
十
二
月
か
ら
後
見
人
の
新

た
な
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
社
会
貢
献

型
後
見
人
の
養
成
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
東
京
都
後
見
人
等
候
補
者
養
成

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
※
４
）

　

研
修
修
了
者
が
後
見
人
候
補
者
と
な
る

た
め
の
条
件
は
、
①
市
長
申
立
、
②
専
門

職
と
の
複
数
後
見
人
と
し
て
受
任
、
③
身

上
監
護
を
主
と
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
七
名
が
後
見
人
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
現
在
四
期
生
の
研

修
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

鎌
倉
市
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
市

民
後
見
人
養
成
を
行
い
始
め
、
現
在
七
名

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
見
人
と
し
て

活
動
す
る
に
は
、
①
市
長
申
立
、
②
市
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
複
数
後
見
人
と
し
て
受

任
、
③
親
族
間
で
財
産
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
な
い
、
④
申
立
時
点
で
管
理
す
る
財

産
が
多
額
で
な
い
、
⑤
身
上
監
護
が
困
難

で
な
い
こ
と
等
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
制
度
を
推
進
す
る
た
め

の
中
核
拠
点（
セ
ン
タ
ー
）の
必
要
性

　

昨
年
九
月
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
と
㈳

日
本
社
会
福
祉
士
会
か
ら
、
厚
生
労
働
省

に
「
市
民
後
見
人
の
あ
り
方
に
関
す
る
意

見
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
に
は
、
公
的
責
任
下
で
の
権
利

擁
護
の
観
点
に
立
っ
た
制
度
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
十
分
な
研
修
の
義

務
付
け
や
、
養
成
・
支
援
・
監
督
等
の
一

貫
し
た
体
制
構
築
、
そ
の
中
核
と
な
る
拠

点
（
セ
ン
タ
ー
）
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
等
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
市
民
後
見
人
養
成
後
の
支
援
・

監
督
体
制
を
整
備
し
な
い
ま
ま
、
養
成
研

修
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
市

民
後
見
人
の
有
す
る
権
限
・
責
務
の
重
大

SPECIAL

身
近
な
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て

　

本
会
が
県
か
ら
受
託
す
る
「
か
な
が
わ

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
身
近

な
地
域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
に
向
け
て
、
市
町
村
社
協
の
法
人
後

見
事
業
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

た
に
、
綾
瀬
市
社
協
と
三
浦
市
社
協
で
法

人
後
見
受
任
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
始

ま
る
な
ど
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
け
る
市
民
後
見
人
の
養

成
・
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
の
社
会
資
源

や
相
談
・
支
援
体
制
の
実
情
に
応
じ
た
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
権
利
擁
護

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

※ 

１　

成
年
後
見
制
度
は
本
人
・
配
偶
者
・
四
親
等
内

の
親
族
等
に
申
立
権
が
あ
り
ま
す
が
、
老
人
福
祉
法

や
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
保
健
福
祉
法
で
「
そ

の
福
祉
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
」
市
区
町
村
長
に
よ
る
申
立
が
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
。

※ 

２　
「
リ
レ
ー
方
式
」
と
は
、
当
初
は
専
門
職
で
な

け
れ
ば
対
処
で
き
な
い
課
題
を
抱
え
た
方
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
ら
の
課
題
が
専
門
職
後
見
人
に
よ
っ
て
一

定
の
解
決
が
図
ら
れ
た
場
合
に
、
本
人
に
寄
り
添
う

支
援
の
で
き
る
親
族
後
見
人
や
市
民
後
見
人
、
法
人

後
見
人
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。

※ 

３　
「
月
刊
福
祉
93
巻
」（
全
社
協
・
平
成
二
十
二
年

八
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
岩
間
伸
之
氏
の
論
文
「
市

民
後
見
人
の
理
念
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」
を
参
考
・

引
用
。

※ 

４　

東
京
都
の
「
成
年
後
見
活
用
あ
ん
し
ん
生
活
創

造
事
業
」
や
「
東
京
都
後
見
人
等
候
補
者
養
成
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。http://w

w
w
.fukushihoken.m

etro.tokyo.
jp/kiban/sodan/kouken/jigyou/index.htm

l

 

（
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
）

専門職後見人からの声

横浜弁護士会
　弁護士　　千木良　正

　成年後見の相談を受けているときに、しばしば、「ど
の職種の人が成年後見人にふさわしいでしょうか」
と質問されることがあります。
　本人の状況は日々刻々と変わります。それに伴い、
本人のニーズも変わっていきます。本人が法的紛争
を抱えているのであれば、弁護士が成年後見人とな
ることがふさわしいと言えるでしょう。しかし、法
的紛争が解決され、被後見人の状況も安定したので
あれば、被後見人の身上監護への配慮のためには社
会福祉士の方がふさわしいこともあるでしょうし、
場合によっては、地域における日常的な見守り、き
め細やかな対応が期待できる市民後見人の方がふさ
わしい案件もあると思います（いわゆるリレー方式）。
　本人のニーズに応じ、適切な支援ができるように
するためにも、地域の中に行政や専門職、市民を含
んだ権利擁護のための地域ネットワークが必要不可
欠です。そのネットワークの中で、市民後見人の役
割やあるべき姿が見えてくることになると思います。
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六
月
十
五
日
、
介
護
保
険
法
や
老
人

福
祉
法
な
ど
を
改
正
す
る
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改

正
介
護
保
険
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介

護
保
険
部
会
（
部
会
長
：
山
崎
泰
彦
氏
）

に
よ
る
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
」
で
は
、
平
成
十
七
年
の

法
改
正
に
お
い
て
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
創

設
し
た
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
（
※
）
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
評
価
し
つ
つ
も
、
地
域
全
体
で
介
護

を
支
え
る
体
制
が
、
な
お
不
十
分
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
方
や

重
度
の
要
介
護
者
を
地
域
で
介
護
し
よ

う
と
す
る
場
合
、
専
門
的
な
ケ
ア
や
夜

間
を
含
め
た
頻
回
な
ケ
ア
等
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
が

重
い
こ
と
か
ら
、
自
宅
で
の
生
活
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
を
苦
に
し
た
殺
人
や
自

殺
、
高
齢
者
の
孤
独
死
、
介
護
者
の
高

介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案の概要
 （平成23年４月５日国会提出）

　高齢者が地域で自立した生活を営めるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切
れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」の実現に向けた取組を進める。

1.医療と介護の連携の強化等
　①医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが連携した要介護者等への包括的な支援（地域包括ケア）を推進。
　②日常生活圏域ごとに地域ニーズや課題の把握を踏まえた介護保険事業計画を策定。
　③単身・重度の要介護者等に対応できるよう、24時間対応の定期巡回・随時対応型サービスや複合型サービスを創設。
　④保険者の判断による予防給付と生活支援サービスの総合的な実施を可能とする。
　⑤介護療養病床の廃止期限（平成24年３月末）を猶予。（新たな指定は行わない。）

2.介護人材の確保とサービスの質の向上
　①介護福祉士や一定の教育を受けた介護職員等によるたんの吸引等の実施を可能とする。
　②介護福祉士の資格取得方法の見直し（平成24年４月実施予定）を延期。
　③介護事業所における労働法規の遵守を徹底、事業所指定の欠格要件及び取消要件に労働基準法等違反者を追加。
　④公表前の調査実施の義務付け廃止など介護サービス情報公表制度の見直しを実施。

3.高齢者の住まいの整備等
　①有料老人ホーム等における前払金の返還に関する利用者保護規定を追加。
　②社会医療法人による特別養護老人ホームの開設を可能とする。
　＊厚生労働省と国土交通省の連携によるサービス付き高齢者向け住宅の供給を促進（高齢者住まい法の改正）

4.認知症対策の推進
　①市民後見人の育成及び活用など、市町村における高齢者の権利擁護を推進。
　②市町村の介護保険事業計画において地域の実情に応じた認知症支援策を盛り込む。

5.保険者による主体的な取組の推進
　①介護保険事業計画と医療サービス、住まいに関する計画との調和を確保。
　②地域密着型サービスについて、公募・選考による指定を可能とする。

6.保険料の上昇の緩和
　○各都道府県の財政安定化基金を取り崩し、介護保険料の軽減等に活用。

【施行日】１⑤、２②については公布日施行。その他は平成24年４月１日施行。

※３②については、国会提出後、衆議院において削除されています。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
を
目
指
し
て

 
― 

改
正
介
護
保
険
法
成
立

齢
化
、
介
護
者
自
身
の
認
知
症
等
の
問

題
が
生
じ
る
な
ど
、
単
身
・
高
齢
者
の

み
世
帯
へ
の
地
域
支
援
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
今
回
の
改
正
で
は
、

二
十
四
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
サ
ー
ビ
ス
や
、
訪
問
看
護
と
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
行
う
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療

ニ
ー
ズ
の
増
加
を
見
込
み
、
介
護
福
祉

士
等
が
、
た
ん
の
吸
引
な
ど
の
行
為
を

行
え
る
よ
う
条
件
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
で
に
介
護
職
員
等
の
人

材
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
状
況
下
で
、
ど

の
よ
う
に
職
員
を
確
保
す
る
か
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
は
大
き
な
課
題
で

す
。
職
員
の
処
遇
改
善
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は
、
安
定
し
た

財
源
確
保
が
不
可
欠
で
す
が
、
社
会
保

障
と
税
制
の
一
体
的
改
革
に
つ
い
て

は
、
今
後
国
会
で
議
論
さ
れ
る
予
定
で

す
。

※ 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、「
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
住
宅
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た

上
で
、
生
活
上
の
安
全
・
安
心
・
健
康
を
確
保
す

る
た
め
に
、
医
療
や
介
護
、
予
防
の
み
な
ら
ず
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
様
々
な
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
日
常
生
活
の
場
で
、
適
切
に
提
供
で
き
る

よ
う
な
地
域
で
の
体
制
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

（「
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
報
告
書
」（
厚
生
労
働

省
・
平
成
二
十
年
度
事
業
）
よ
り
）

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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福祉福祉ののうごきうごき
2011年５月31日～６月29日

●成年後見制度と選挙権をめぐる訴訟
　　 　成年被後見人に選挙権を認めない公職選挙法

は憲法違反だとして、選挙権の回復を求め、茨
城県に住む知的障害者（被後見人）が国を訴え
ている。これに対し国は、「被後見人とは事理弁識
能力を欠く状態にある人であり、意思能力がな
い。だから法律行為をする能力もなく無効。選
挙権はない」と応じ、争う構えを見せている。
今後、障害者の選挙権への合理的配慮について
議論の高まりが予想される。

●障害者虐待防止法成立へ
　　 　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する

支援等に関する法律」が６月17日に成立、来年
10月から施行される。家庭内に限らず、福祉施
設や雇用の場での障害者虐待について、早期発
見に向け、市町村への通報を義務付けた。市町
村に通報窓口として「障害者虐待防止センター」、
都道府県に市町村に対して情報提供や助言をす
る「障害者権利擁護センター」を設けることに
なる。

● 社会保障改革案まとまる
　　 　政府の社会保障改革に関する集中検討会議は

６月２日、社会保障改革案をまとめた。改革の
優先順位として、①子ども・子育て支援、若者
雇用対策、②医療・介護等のサービス改革、③
年金改革、④制度横断的課題としての「貧困・
格差対策（重層的セーフティネット）」「低所得
者対策」を挙げている。改革の財源として、消
費税率を引き上げる方針だが、協議は難航する
見通しである。

一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
本
人
の
強
い

自
覚
と
努
力
も
必
要
で
す
が
、
立
ち
直

ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら

な
い
よ
う
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と

も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
保
護
司
、
更
生
保

護
女
性
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

社
会
的
役
割
を
担
う
皆
さ
ん
を
中
心
に

活
動
が
展
開
さ
れ
、
今
年
で
六
十
一
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
特
に
、
同
運
動
の
中
央
推

進
委
員
会
に
よ
り
、
福
祉
的
視
点
か
ら

犯
罪
者
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
考
え
る

「
更
生
保
護
・
福
祉
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
開
催
さ
れ
ま
す（
十
一
面
参
照
）。

罪
を
犯
し
た
高
齢
も
し
く
は
障
害
の
あ

る
人
が
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

な
く
再
犯
に
つ
な
が
り
や
す
い
状
況
か

ら
、
更
生
保
護
と
福
祉
従
事
者
と
の
連

携
を
深
め
、
地
域
生
活
を
支
援
す
る
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
運
動
の
普
及
啓
発

を
目
的
に
、
毎
年
七
月
の
強
調
月
間
に

合
わ
せ
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.knsyk.jp/s/global_

syakyou/pdf/2 3_syam
ei.pdf

◆
法
務
省〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/hogo1/ko

useihogoshinkou/hogo_hogo0 6.
htm
l 

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜



私のおすすめ
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【STEP2】飲食店の候補一覧から、行ってみたいお店
を選んでください。
【STEP3】選んだお店につい
て、入口の段差、車いすでトイ
レを利用できるかなどを確認で
きます（右）。店内のトイレが利
用できない場合、駅や公共施設
など、最寄りの利用可能なトイ
レを紹介しています。

❖ 車いす対応トイレの整備と情報の一元化が課題

　調査を通じて、店舗へのアクセスや店内のバリアフ
リー環境は整っているのに、車いす対応トイレが未整備
のため、利用しにくいお店が非常に多い現状が浮き彫り
になりました。また、「多機能・多目的トイレがどこに
あるか」の情報の集約・提供も不十分のようです。
　こうした問題を解決するため、ユニバーサルデザイン
のトイレマップをインターネットなどで提供する
「Check A Toilet」プロジェクトが全国規模で進められ
ています。
　「バリぐる」をきっかけに、障害のある人たちのさら
なる社会参加と共に、県民の皆様の一層の理解促進の
きっかけとなることを願っています。

車いす利用者に優しい飲食店情報を 
 携帯電話で探せます！
～携帯電話用検索サイト「バリぐる」～

　入り口に段差がなく、車いすのまま食事を楽しめる

場所を外出先で探したい ―。そんな声にお応えして、

県内のバリアフリーの飲食店を、携帯電話とiphone

で検索できるサイト「バリぐる」を、私たちキルクが

作りました。皆さん、外出する際にぜひ使って、ご感想

などをお聞かせくださいね。

■「バリぐる」　※携帯電話・iphone専用
http://barigoo.com/

■「Check A Toilet」　ユニバーサルデザイントイレ
マップ
http://www.checkatoilet.com/

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目
線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平
塚２カ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲953－２
　　　　　TEL　046－247－7503　FAX　046－247－7508
　　　　　E-mail　info@kilc.org
　　　　　URL　http://www.kilc.org

今月は ⇨ ＮＰＯ法人神奈川県障害者
 自立生活支援センター　がお伝えします!

❖ 県内5700店を調査、1500店を登録

　キルクでは、外出先でも安心して食事が楽しめるよう
に、車いす利用者など障害のあるスタッフが中心となり、
県内の飲食店を対象に、電話と訪問によるバリアフリー
調査（昨年度県委託事業）を行いました。
　調査のポイントは、次の３つです。
● 最寄り駅からお店までの道のりや、お店の出入り口に
段差などの障壁が少ないこと
●車いすのまま飲食できること
● 車いす対応または多目的・多機能トイレが、店内か建
物内にあること
　調査した約5700店のうち、３つの条件をすべて満たす
店舗を「オススメ」として約700店、トイレ以外の２つ
の条件が整っている約800店を加え、約1500店を登録し
ました。「バリぐる」には、「バリアフリー」で「ぐるめ」
という意味を込めています。「バリぐる」なお店を検索
して、美味しい味と外出を楽しんでください。

❖ 使い方は簡単！～検索して、選んで、確認～

　ではさっそく、詳しい使い方を紹介しましょう。
【STEP1】アドレスを入力すると、トップ画面（下）
の「オススメのお店」に、県内を８地域に分けてオスス
メ店が表示されます。GPS（位
置情報取得機能）付き携帯電話な
ら、「近くのお店を探す」をクリッ
クすれば、地図上に現在地と最寄
りのバリアフリーの飲食店が表示
されます。駅名・地域名・フリー
ワード検索も可能です。（iphone
では、近くのお店・駅名・地域名
での検索ができます）

神奈川県内のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ飲食店の検索

ｵｽｽﾒのお店!!
ﾊﾞﾘぐるｵｽｽﾒのお店を
PICK UP!!

飲食店を探す

近くのお店を探す
└現在地から近くのお店を検索

地域名から探す
└地域名を選択し検索

駅名から探す
└路線、駅名を選択し検索

ﾌﾘｰﾜｰﾄﾞ検索

└入力ｷｰﾜｰﾄ゙ (住所、駅名など)から検索

検索

「飲食店A」ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報

◆最寄から
段差はあるがｽﾛｰﾌﾟあり

◆出入り口
段差なし

◆店内
段差なし ﾃｰﾌﾞﾙ席利用

◆化粧室
店内に対応ﾄｲﾚなし 同施設(○○○内）
に多目的ﾄｲﾚあり

※ 本ｻｲﾄに掲載されている情報は2010年7月23日に行った
調査をもとにしております｡

近くにあるﾄｲﾚ



福祉最前線

̶ 母子連の相談事業 ̶
■就労相談　火曜日～金曜日　午前10時～午後４時
■養育相談　第３土曜日　午前10時～午後４時
※ 託児施設あり。ファクス、メールでの相談も対応しています。
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(財)神奈川県母子寡婦福祉連絡協議会
　　会長　濵田　恵美子
　昭和27年設立。横浜市･川崎市を除く市町村
母子会で構成。会員数は約2000名。県域母子
会の連絡調整、情報発信、就業支援等を行う。
（連 絡 先）　 藤沢市江の島1－11－1かながわ女性センター内
　　　　　　☎0466－27－2111㈹　FAX0466－22－1035
　　　　　　E-mail　kbosi@kbosiren.com
　　　　　　URL　http://www.kbosiren.com/

PROFILE

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日頃の取り組みをご寄稿いただきます。

ひとり親家庭の応援団
　我が国では過去に、戸籍上の母子家庭でないと、公的
支援を利用できない時代がありました。未婚の母の取り
扱いも厳しく、特に認知されていない子どもは児童扶養
手当の対象とならない時期もありました。その後、あら
ゆる点で改良され、母子家庭から「ひとり親家庭」へと、
支援対象が拡大されてきた経過があります。
　児童扶養手当の場合、さまざまな運動の末、平成22年
から父子家庭にも支給されるようになりました。しかし
先般、父子家庭の団体が、「震災で被災した父子家庭が、
母子家庭と同じように就労支援を受けられるようにして
ほしい」と要望を出されているのを拝見しました。仕事
に就いていない、幼い子どもを抱えた父親は本当に大変
だと思います。このように母子家庭のみを対象とする制
度が、今なお存在しています。
　（財）神奈川県母子寡婦福祉連絡協議会（以下、「母子
連」）の主な活動は、就業支援を目的とした相談事業です。
また、平成22年度には、県から「ひとり親家庭就業支援
事業」の委託を受け、無料紹介事業所を併設し職業斡旋
などを行っています。“子育てと生計維持”という二重
の負担を抱えるひとり親家庭にとって、働きやすい職場
の開拓や就職活動、就労の定着化は大きな課題です。

　今年はさらに、「出張！なんでも相談会」を計画した
ところ、行政担当者から「児童扶養手当申請時の現況届
が提出される８月に、母子家庭向け相談会（セミナー）
を開催してほしい」との要望を頂き、その反響に驚きと
喜びを感じています。
　また母子連には、ひとり親家庭の父母の意見発信や情
報収集を行う「母子部」があり、事務局にも母子家庭の
母を採用するなど、体験を生かす取り組みをしています。
　たとえば、「一般のパソコン研修を受講しても、復習
や応用を学ばないと業務に生かすことは難しい」という
母子部の強い要望を受け、オリジナルのフォローシステ
ムを計画しています。
　母子連は、「ひとり親家庭」の定義を、母子・父子・
寡婦（父）・夫の失踪などにより残された母子・ＤＶ被
害から逃れている母子等を含めて広義に解釈し、困って
いる方々を差別することなく、支援制度や事業が利用で
きるようになることを願っています。
　私たちは、「ひとり親家庭の応援団」です！



新たな社会福祉の拠点として、県立社会
福祉会館が設置されました
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
福
祉
見
直
し
論

　

昭
和
四
十
八
年
秋
、
物
価
が
じ
り
じ
り
と
上
昇
す

る
中
で
、
第
一
次
石
油
危
機
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

に
直
面
し
ま
し
た
。
極
端
な
物
不
足
と
買
い
だ
め
が

行
わ
れ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
洗
剤
、
砂
糖
な

ど
が
店
頭
か
ら
姿
を
消
し
、
市
民
は
長
い
行
列
を
つ

く
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
購
入
で
き
る
よ
う
な
状
況

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
起

こ
っ
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
不
足

な
ど
の
際
に
、
こ
の
時
の
経
験
を
思
い
出
し
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
は
、
イ
ラ
ン
革
命
に
端
を
発
す

る
第
二
次
石
油
危
機
（
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

も
あ
り
、
日
本
経
済
は
次
第
に
、
そ
れ
ま
で
の
高
度

経
済
成
長
か
ら
低
成
長
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
将
来
の
高
齢
化
に
つ
い
て
も
社
会
的
な
関
心
が

高
ま
り
、
低
成
長
下
に
お
け
る
福
祉
施
策
の
あ
り
方

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
拠
点
で
の
事
業
展
開

　

昭
和
四
十
五
年
八
月
、
横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
に

県
立
社
会
福
祉
会
館
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

本
会
も
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
神

奈
川
区
桐
畑
の
旧
会
館
は
、
地
元
の
青
空
駐
車
一
掃

運
動
の
要
望
な
ど
も
あ
っ
た
た
め
、
取
り
壊
し
て
駐

車
場
と
し
ま
し
た
。
こ
の
駐
車
場
は
、
現
在
も
本
会

の
基
本
財
産
と
し
て
、
自
主
財
源
確
保
の
貴
重
な
手

考
え
の
も
と
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
、
本
会
に
「
社

会
福
祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
十
月
に
は
、県
・
神
奈
川
新
聞
社
・

県
交
通
安
全
協
会
・
本
会
の
四
者
に
よ
る
「
県
社
協

交
通
遺
児
援
護
基
金
（
原
資
二
千
三
百
万
円
）」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
各
団
体
が
遺
児
世

帯
へ
個
別
に
支
援
金
等
を
配
分
し
て
お
り
、
本
会
の

善
意
銀
行
に
も
交
通
遺
児
の
た
め
に
と
寄
託
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
基
金
設
置
に
よ
り
、
交
通

遺
児
援
護
事
業
が
包
括
的
に
行
わ
れ
、
遺
児
へ
の
見

舞
金
や
激
励
金
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
等
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
善

意
の
寄
附
に
よ
り
、
本
基
金
を
活
用
し
た
激
励
が
続

い
て
い
ま
す
。

「
と
も
し
び
運
動
」
の
始
ま
り

　

高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
福
祉
施
策
か
ら
の

見
直
し
が
論
点
と
な
っ
て
い
た
昭
和
五
十
年
七
月
、

就
任
直
後
の
長
洲
一
二
県
知
事
（
当
時
）
は
、
㈶
日

段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
社
会
福
祉
会
館
の
設
立
に
伴
い
、
そ

れ
ま
で
分
散
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
社
会
福
祉
従
事

者
に
対
す
る
研
修
を
統
合
し
よ
う
と
、
会
館
内
に
県

の
研
修
専
門
機
関
と
し
て
「
研
修
課
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
祉
研
修
は
、
研
修
機
能
と
調

査
研
究
機
能
を
両
輪
と
し
、
さ
ら
に
情
報
収
集
・
提

供
機
能
を
兼
ね
備
え
た
研
修
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
の

福
祉
社
会
を
ひ
ら
く
〜
県
社
協
60
年

　

昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
の
間
に
は
、
高
度
経
済
成
長
の
勢
い
も
停
滞
し
、
そ
れ
ま

で
拡
大
を
続
け
て
き
た
福
祉
施
策
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
く
る
中
で
、
本
県
独
自
の
福
祉
施
策

と
し
て
、
長
洲
一
二
県
知
事
（
当
時
）
か
ら
県
民
に
向
け
て
、
参
加
型
福
祉
「
と
も
し
び
運
動
」

が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
の
き
っ
か
け
や
根
底
を
支
え
て
い
る
理
念
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
く
福
祉
の
姿
を
、
改
め
て
考
え
ま
す
。

【
第
四
回
】「
と
も
に
生
き
る
」
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ

 

（
昭
和
四
十
六
年
〜
昭
和
五
十
五
年
頃
）
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祉
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
善
意
銀
行
を
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
発
展
改
組
さ
せ
る
と
と

も
に
、
活
動
の
財
源
と
し
て
、「
と
も
し
び
基
金
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
五
十
三
年
十
一
月
に
は
、

社
会
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
婦
人
・
青
少
年
・
地
域

組
織
な
ど
四
十
七
団
体
を
構
成
団
体
と
し
た
「
と
も

し
び
運
動
を
す
す
め
る
県
民
会
議
」
が
発
足
し
、
そ

の
事
務
局
を
本
会
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
「
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

　

現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
も
の
へ
と
広
が
り
を

見
せ
、量
的
に
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
で
の
支

え
合
い
活
動
が
不
要
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。〝
一
燈
を
も
ち
よ
ろ
う
〞
と
い
う
言
葉
に

象
徴
さ
れ
る
、
と
も
し
び
運
動
の
理
念
は
、
地
域
福

祉
を
住
民
参
加
で
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
福

祉
協
議
会
の
理
念
の
根
幹
と
相
通
ず
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
縦
割
り
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
制
度
や

施
策
を
、
公
私
の
協
働
に
よ
り
、
無
駄
の
な
い
実
行

力
の
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
高
齢
や

障
害
な
ど
の
個
別
計
画
を
横
に
つ
な
ご
う
と
い
う
地

域
福
祉
計
画
の
理
念
に
も
通
じ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
身
近
な
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
改
め
て
注
目
が
集
ま
る
中
、
地
域
の
共
助

の
あ
り
方
を
探
り
、「
と
も
に
生
き
る
」
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
住
民
参
加
で
い
か
に
作
り
上
げ
て
い
く

か
、
私
た
ち
の
見
据
え
て
い
く
べ
き
課
題
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

（年表）主な動き
（昭和46年～昭和55年）

昭和46.10 本会交通遺児援護基金事業開始

12 中央社会福祉審議会「コミュニ
ティ形成と社会福祉」答申

昭和47. 4 川崎市、政令指定都市となる

昭和48.11 第一次石油危機によるトイ
レットペーパーの買いだめパ
ニック起こる

昭和50. 9 本会第１回福祉を語る県民の
つどい開催

昭和51. 4 ともしび運動推進協議会設置

昭和52. 6 本会県善意銀行を県ボラン
ティア・センターへ改組

昭和53.11 ともしび運動をすすめる県民
会議設立

昭和54. 3 地域ともしび運動推進協議会
が27団体で設立

昭和55. 3 本会高齢者無料職業紹介所廃止

5 本会経営者部会設置
（団体部会を改組）

は
面
倒
は
み
る
。
し
か
し
、
死
ん
だ
あ
と
に
ど
う
な

る
か
と
思
う
と
死
ぬ
に
死
ね
な
い
。
私
ら
が
安
心
し

て
死
ね
る
よ
う
に
、
こ
の
子
達
が
、
世
の
中
へ
で
た

時
、
細
々
と
で
も
、
胸
を
は
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ

う
な
こ
と
を
、
何
か
知
事
さ
ん
考
え
て
く
れ
な
い
か

と
、
文
字
ど
お
り
涙
な
が
ら
の
お
話
で
し
た
。」
と

示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
副
知
事
を
筆
頭
に
、
民
生
・
衛
生
・
労

働
各
部
・
青
少
年
事
務
局
・
教
育
庁
の
五
部
局
と
地

区
行
政
セ
ン
タ
ー
で
構
成
す
る
「
と
も
し
び
運
動
推

進
協
議
会
」
が
県
に
設
置
さ
れ
、
運
動
の
当
面
の
課

題
を
「
障
害
者
の
自
立
促
進
」「
お
年
寄
り
に
生
き

が
い
を
」
の
二
つ
に
絞
り
、
関
係
部
局
の
制
度
施
策

の
体
系
化
や
、
行
政
機
能
の
統
合
（
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
県
民
に
対
し
て
は
〝
一
燈
を
も
ち
よ
ろ
う
〞

と
い
う
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
、
政
策
目
標

と
し
て
の
「
参
加
す
る
福
祉
」
の
実
現
が
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
六
月
に
は
、
自
主
的
な
福

本
生
産
性
本
部
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ

ー
で
、
い
わ
ゆ
る
「
福
祉
見
直
し
講
演
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
①
従
来
の
住
民
意
識
・
体
質
と

な
っ
て
い
る
上
意
下
達
的
な
「
与
え
ら
れ
る
福
祉
」

か
ら
の
脱
皮
、
②
福
祉
の
量
的
拡
大
を
図
る
た
め
の

「
質
」
の
向
上
、
③
福
祉
施
策
の
連
携
強
化
と
総
合

的
体
系
化
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
低
成
長
下
に

お
け
る
財
政
の
制
約
を
踏
ま
え
た
だ
け
の
提
案
で
は

な
く
、
多
様
化
す
る
福
祉
需
要
を
見
極
め
た
新
し
い

福
祉
理
念
を
意
図
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
こ
の
理
念

が
後
の「
と
も
し
び
運
動
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
と
も
に
生
き
る
―
と
も
し
び
運
動
の
軌

跡
―
」（
と
も
し
び
運
動
を
す
す
め
る
県
民
会
議
・

昭
和
六
十
三
年
十
月
）
の
中
で
、
と
も
し
び
運
動
の

き
っ
か
け
を
、「
養
護
学
校
の
お
母
さ
ん
方
か
ら
、

こ
の
子
達
が
、
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
と
い
う
陳
情
を
受
け
て
、
相
談
に
こ
ら
れ

た
の
で
、僕
も
そ
の
お
母
さ
ん
方
と
会
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
自
分
達
は
親
だ
か
ら
、
元
気
な
う
ち

「ともしび運動をすすめる県民会議」が発足
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避
難
所
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
語
り
ま
し
た
。
専
門
職
と
し
て

一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
常

に
全
体
を
見
据
え
た
判
断
・
行
動
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
優
先
し
て
対
応
す
べ
き
こ

と
は
何
か
等
、
常
に
悩
み
、
葛
藤
し
て
い

た
こ
と
が
率
直
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
佐
藤
信
弘

さ
ん
（
㈱
日
清
医
療

食
品
横
浜
支
店
長
）

か
ら
全
国
展
開
す
る

食
事
提
供
サ
ー
ビ
ス

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
た
食
糧
確
保

等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
被
災
地
に

派
遣
し
た
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
派
遣
職
員
は
「
何
も
で
き
ず
に

帰
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
思
い
を

抱
え
て
い
る
場
合
が
多
く
、
積
極
的
に
労

い
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と
や
、
職
員
同
士

が
語
り
合
う
場
を
持
つ
必
要
性
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
介
護
老
人
保
健
施
設
協
議
会

で
は
、
今
後
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
、
年
度
内
に
第
二
回
目
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
施
設
部
会
や
障
害
の
協
議

会
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
の
在
り
方
を

学
ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

六
月
十
八
日（
土
）、
県
社

会
福
祉
会
館
に
て
、「
第
一

回
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
本
会

介
護
老
人
保
健
施
設
協
議
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
支
援
が
続
く
中
、
発
災
直
後
の

被
災
地
の
状
況
や
支
援
経
過
の
報
告
を
焦

点
に
、
災
害
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
出
口
康
雄
さ
ん
（
㈳
全
国
老
人

保
健
施
設
協
会
業
務
部
長
）
か
ら
、
全
国

事
務
局
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
基
調
講
演

が
あ
り
、続
い
て
避
難
所
で
の
介
護
職
員
・

災
害
支
援
看
護
師
の
派
遣
活
動
に
つ
い

て
、
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
漆
間

伸
之
さ
ん
（
横
浜
市
老
人
保
健
施
設
連
絡

協
議
会
副
会
長
）
か
ら
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
福
祉
避
難
所
で
の
支
援
の
様
子
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
避
難
所
で
は
生

活
が
難
し
く
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

病
院
で
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
方
た
ち
を

支
え
る
た
め
に
、
地
域
に
福
祉
避
難
所
に

ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
想
定
し
、
確
保
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

柳
田
聖
子
さ
ん
（
横
浜
旭
中
央
総
合
病

院
看
護
師
）
は
、
災
害
支
援
看
護
師
の
宮

城
県
気
仙
沼
市
へ
の
派
遣
報
告
と
し
て
、

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

名称 第35回神奈川県福祉作文コンクール 第32回ともしびポスター・第25回ともしび絵本コンテスト
応募
資格

県内在住・在学の小学生、中学生、特別支援学校生、フリー
スクール等の通学生

県内在住・在学の小学生、中学生、高校生、特別支援学校生、
フリースクール等の通学生

内容

(1)内容
　 　福祉について日常を通して感じたこと、考えていること、
体験したこと、こうしていきたいと思っていることなど
　〈例〉☆障害のある方々との交流やお年寄りとのふれあい
　　　☆地域、学校・家庭での体験
　　　☆福祉施設の方々との交流
　　　☆ 幸せな社会をつくるため、こうしていきたいと考え

ていること
　　　☆赤い羽根共同募金の活動に参加して感じたことなど
(2)題　名＝自由
(3)字　数＝小学生　 Ｂ４版400字詰め原稿用紙を使用し、
　　　　　　　　　  800字～1,000字以内
　　　　　 中学生　 Ａ４版400字詰め原稿用紙を使用し、
　　　　　　　　　  1,600字～1,800字以内
　※ 最初の行に題名・学校名（団体名）・学年・氏名（ふりがな）

記入（この部分は字数に含めません）

テーマ「みんながともに生きるまち」
(1)ポスターの部　※テーマにふさわしい言葉・文字を入れてください。
　①用　紙＝画用紙Ｂ３判（51.5㎝×36.4㎝）
　　　　　　もしくは４つ切判（54㎝×38㎝）に準じる
　②画　材＝ カラーペン、絵の具、クレヨン、ポスターカラー、色

画用紙等
(2)絵本の部
　①用　紙＝ 原則として、画用紙Ｂ４判（26㎝×36㎝）２枚を

半分にし、Ｂ５判（18㎝×26㎝）４枚にしたもの
　②頁　数＝ 原則として、表・裏表紙を含む８頁
　③綴じ方＝ ひも・ホチキス等を使用、縦・横使いは自由
　④画　材＝ポスターの部に同じ
　⑤　文　＝ 絵の上でも空いているところでも可、文の形式

は文章・詩・吹き出しのいずれでも可
　※ 作品の裏には必ず所定の応募票を貼ってください（合作

の場合は、合作者の応募票も貼ること）。
　※ 学校で応募される場合は、必ず指定の応募者名簿に必要

事項を記入した上で、ご応募ください。
締切日 平成23年９月８日（木） 平成23年９月８日（木）

応募先
・
問合先

〈応募先〉
　学校ごとに、県共同募金会の各市区町村支会内「福祉作文
コンクール事務局」へ送付してください。
〈問合先〉
(1)(福)神奈川県共同募金会
　　　☎045－312－6339
(2)本会地域福祉推進部ともしび運動推進担当
　　　☎045－312－4813

 (1)または(2)まで、学校等で取りまとめの上、送付または
持参してください。
(1)本会地域福祉推進部 ともしび運動推進担当
　☎045－312－4813
　〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2－24－2 かながわ県民センター内
(2)お近くの市町村社会福祉協議会（持参のみ受付）
　※ 横浜市及び市内各区、川崎市内各区の社会福祉協議会では受

付しておりませんので、(1)に送付または持参してください。

福祉作文、ともしびポスター・絵本　作品募集中！

※詳しい募集案内や、昨年度の入選・入賞作品はホームページに掲載しています（http://www.knsyk.jp/tomosibi/index.html）
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夏休み自助具製作教室～親子で
福祉の工作教室～のご案内
　便利グッズの製作体験を通して、
ものづくりの楽しさや、生活の不便
さをなくす工夫を学びます。
◇ 日時＝７月21日～８月27日の毎週
木曜日・土曜日
◇場所＝かながわ県民センター
◇対象＝小学生から高校生まで
◇定員＝各回10名（先着順）
◇材料費＝500円
◇工作時間＝２～３時間程度
◇ 申込方法＝参加希望日・住所・氏
名・電話番号・学年を明記して、
ファクスまたはメール
◇ 問合先＝本会ともしび運動推進担当
　☎045－312－4813 ℻  045－312－6307
　E-mail　tomosibi@knsyk.jp

かながわシニアスポーツフェスタ
２０１１参加者募集
◇ 種目＝卓球、テニス、ソフトテニス、
ソフトボール、ゲートボール、ペタン
ク、弓道、剣道、グラウンド・ゴルフ、
太極拳、ソフトバレーボール、サッ
カー、ダンススポーツ、なぎなた

◇ 応募資格＝県内在住で昭和28年４
月１日以前生まれの方
◇応募締切＝８月19日（金）消印有効
◇会場＝神奈川県立体育センター他
◇参加費＝あり　※種目により異なる
◇申込方法＝所定の申込用紙を送付
◇ 問合先＝本会かながわシニア社会
参加推進センター
　☎045－312－4815 ℻  045－312－6307
　 URL http://www.nenrin.or.jp/
kanagawa/

更生保護・福祉連携シンポジウム
のご案内
◇日時＝９月３日（土）12時45分～16時
◇場所＝文教学院大学　仁愛ホール
◇ 対象＝社会福祉士、精神保健福祉
士、シンポジウムテーマに関心の
ある方
◇定員＝700名（参加費無料）
◇ 申込方法＝所定の申込用紙にて、
ファクス、メールまたは郵送
◇申込締切＝８月10日（水）
◇ 問合先＝“社会を明るくする運動”
中央推進委員会事務局
　☎03－3580－4111 ℻  03－3592－8628
　E-mail　shamei@moj.go.jp
※ 申込用紙は法務省ホームページに
掲載。ＵＲＬは５面参照。

寄附金品ありがとうございました
〈一般寄附金〉広瀬公子、脇隆志
〈子ども福祉基金〉佐藤和成
〈ともしび基金〉石野知江、㈳神奈
川県宅地建物取引業協会、㈶積善会
曽我病院、県立茅ケ崎養護学校、県
立武道館、港栄館、神奈川県ボウリ
ング場協会、県立川崎工科高等学校
 （合計　30,347,708円）
〈寄附物品〉㈱ホンダベルノ神奈川
東、神奈川鑑賞魚親睦会、神奈川県
定年問題研究会、ともしび展示コー
ナーＯＢ会 （いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

㈱ホンダベルノ神奈川東　柳田博之社長（右）より寄
贈された電動カート2台は、（N）神奈川県障害者自立
生活支援センター「KILC」を通じて、福島県の東日本
大震災被災者などへ届けられました

㈳神奈川県宅地建物取引業協会　和氣猛仁会長（左）

東日本大震災に伴う

おもてなしパック（応援パック）

ご協力ありがとうございました

県・県共同募金会・本会の３者により、県内
一時避難所や公営住宅入居者、被災地で活動
する県内ボランティアの方々に、おもてなし
パック（スポーツバッグ・タオル・マスク・
石鹸・ティッシュ・乾電池）を1000個配布

＜協力企業＞㈱安藤スポーツ、㈱ファ
ンケル、マエダ薬品商事グループ㈱
関東日健フーズ、㈱ＣＦＳコーポレー
ション、三菱電機㈱
 （いずれも順不同、敬称略）

地域福祉（ともしび）推進助成金
　申請受付中!

◆助成金15万円以内
　⇒12月末まで随時申請受付

◆助成金16万円以上
　⇒ 7月末・12月末まで2回申請受付
【問合先】
本会ともしび運動推進担当
☎045－312－4813
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最
近
、
気
に
な
る
色
は
何
色
で
す

か
？
普
段
、
無
意
識
に
選
ん
で
い
る
色

で
す
が
、
そ
の
時
々
の
気
持
ち
を
映
し

出
す
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
、
言
い
換
え

れ
ば
、身
の
回
り
の
色
使
い
に
よ
っ
て
、

人
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
保
育
協
議
会
で
は
、昨
年
度「
色

彩
心
理
を
応
用
し
た
居
心
地
の
良
い
環

境
づ
く
り
、
子
ど
も
の
絵
か
ら
分
か
る

心
の
表
現
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
行

い
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
反
響
を
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
色
の
効
果
を
利
用
し
た
心
の

ケ
ア「
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
」に
つ
い
て
、

研
修
講
師
に
お
呼
び
し
た
、
カ
ラ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
永
田
明
日
香
さ
ん

（
エ
ネ
ジ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
代
表
）
に
、

改
め
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
色

　

永
田
さ
ん
は
、
保
育
士
や
小
学
校
の

保
護
者
を
対
象
と
す
る
講
習
会
、
高
齢

者
施
設
や
個
人
に
対
し
て
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
を
利
用
し
た
心
の
ケ
ア
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

永
田
さ
ん
の
行
う
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

の
一
つ
と
し
て
、「
カ
ラ
ー
風
車
」（
左

図
）
が
あ
り
ま
す
。
風
車
を
自
由
に
彩

色
し
て
も
ら
い
、
そ
の
色
使
い
か
ら
、

ご
本
人
の
抱
え
て
い
る
問
題
や
正
直
な

気
持
ち
を
引
き
出
し
、
自
分
の
内
面
と

向
か
い
合
う
手
助
け
を
し
ま
す
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
色
、

気
持
ち
を
前
向
き

に
持
て
る
色
な

ど
、
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
提
案

す
る
そ
う
で
す
。

色
の
効
果
の
理
解
と
活
用

　

あ
る
高
齢
者
施
設
で
は
、
押
し
花
づ

く
り
に
カ
ラ
―
セ
ラ
ピ
ー
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。
永
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
好

き
な
色
の
花
と
色
紙
を
使
い
、
押
し
花

を
自
由
に
製
作
す
る
こ
と
で
、
心
と
身

体
の
活
性
化
を
促
し
、
自
分
ら
し
さ
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
こ
と

で
、
支
援
者
や
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、

ご
本
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
心
地
よ
く
感

じ
る
色
を
知
り
、
生
活
環
境
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
保
育
士
の
方
々

か
ら
は
、「
子
ど
も
が
絵
を
描
く
と
き
、

自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
、
色
を
制
限

し
な
い
で
使
わ
せ
た
い
」「
色
の
使
い

方
な
ど
保
育
室
で
も
試
し
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

し
た
い
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
ち
に
向
け
た
、
保
育
現
場
で
の

活
用
に
つ
い
て
の
感
想
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

色
彩
に
は
、
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
に
深
く
働
き
か
け
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
永
田
さ
ん
は
、「
色
の
効

果
を
活
用
し
て
、
人
生
に
も
生
活
に
も

彩
り
を
増
し
て
み
て
は
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

「
色
」
が
伝
え
る
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
動
き
、

 

色
の
効
果
を
活
用
し
よ
う
！

Hot

エ
ネ
ジ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
「
カ
ラ
―
セ
ラ
ピ
ー
」

発
行
日　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）７
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

kikaku@
knsyk.jp

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆エネジーCOLORS
☎／FAX　042－747－9060
E-mail　info@energy-colors.com
URL　http://www.energy-colors.com/

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ☎　０４５－２０１－１９０８

　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴い、関東地方の広
い範囲で液状化現象により被害が発生しました。液状化現象は、沖
積層や盛土などのゆるい砂質土層が分布し、地下水位が高いところ
で発生しやすいと分かっています。地形的には、昔河川だったとこ
ろや埋立地などに多く発生しています。
　県や市町村ではホームページ等で予測マップを公開していますの
で、心配な方は確認してみてください。ただし、想定地震によって
結果が違うので注意してください。

東日本大震災（その３）
（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

消防用設備の
安心を保障します

広
告

かながわ
情報

色の効果について説明する永田さん

仕事や友だちなどのテーマ
で、風車に自由に色を塗る

千葉県浦安市内における液状化の状況
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